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あらまし：本稿では, 探求の共同体(CoI: Community of Inquiry)と自己調整学習理論(SRL)にもとづいて設計

された統合的な協調学習支援システム(C4: C quad)の開発と形成的評価の結果について報告する．C4 は, 大
学における英語学習時のオンラインディスカッション活動を支援することを主な対象とし, 個人学習と

協調学習の両方を支援するようにデザインされた. 具体的にはCoIからは社会的存在感と認知的存在感を

高めるための機能を, SRL からは, 自分やメンバの貢献度の可視化やアクセス状況の提示機能が実装され

ている. 個人プロファイル, ログイン状況表示, Chatbot, 貢献度表示,  構造図つきチャット機能, 構造図

共有が主なものである. 大学生７名による実証的な形成的評価の結果, 貢献度表示以外の機能の操作性に

ついて高い平均値を示した. チャット機能の一部である「お気に入り」ボタン, 構造図の作成, 構造図の

共有機能により, 社会的存在感を高めグループ作業がしやすくなることが示唆された.  
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1. はじめに 

外国語教育では, 学習者中心でコミュニカティブ

なアプローチが重視され, より実践的な学習機会を

提供する必要がある . そこで , CMC(Computer 
Mediated Communication)を活用した言語教育の研究

や実践が増加し言語学習への効果についても報告さ

れている(1)(2). これらの研究や実践に共通している

課題として, 学習者間の質の高いインタラクション

をどのように保証するかである(3). 本研究では探究

の共同体(CoI: Community of Inquiry)4)と自己調整学

習理論(SRL)(5)をベースに, 英語でのオンラインディ

スカッションを支援する統合的なシステム (C4：

Constitution, Cognitive, Collaboration, and Chat)を開発

した. 本稿では, そのデザイン, 開発物のイメージ, 
形成的評価の結果を報告する.  

 
2. C4のデザインと開発 

システムのデザインにあたり, 学習は個人の学習

とグループで行う協調学習の 2 種の活動を対象とし

た. クラスサイズが大きい CALL(Computer Assisted 
Language Learning)などでの使用を想定し, テキスト

ベースの CMC(Computer Mediated Communication)を
採用した. 表 1 に C4に実装した機能・モジュールと

適応したフレームワークと理論を整理した. 個人学

習に対し 3 種, 協調学習には 3 種, 個人・協調学習に

は 1 種の機能・モジュールを実装することとした. 	  
個人とグループの活動では, コミュニケーション

の円滑化と活性化を図るために CoI で必要とされる

社会的存在感を高めるための工夫を採用した. 例え

ば, 個人の存在感を伝えるために写真や趣味などを

公開しパーソナライズすることができる. また, デ
ィスカッション中でもメンバの顔写真が表示される

ことにより各メンバの社会的存在感を意識できるよ

うにした . また , 構造図作成機能つきチャット 
“CD-Chat”機能には, 絵文字や「お気に入り」ボタン

があり, テキストベースのコミュニケーションにお

いて容易に感情を表現できるように配慮した.  
批判的思考の概念も含むCoIの認知的存在感には, 

これらの論理的思考を促進するために, 個人活動で

はソクラティス式問答法にもとづいて話しかける

Chatbot (Mondo くん)とペアで会話ができるように

機能を設計した. また, 協調学習時において, 批判

的・論理的思考を高めるために構造図機能も追加し

た. 本学習活動以外の活動とも連携を取りやすく, 
学習の記録も容易に残せるため, C4はMoodle上で使

用可能なモジュールとして開発した.    
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3. 形成的評価の方法と結果 
3.1 形成的評価の方法 

システムの形成的評価は, システムのインターフ

ェースと操作性を中心にシステムの検証を行った. 
評価者として, 国立大学７名（男性 1 名, 女性 6 名）

が参加した. 検証は, 小グループによる C4 システム

を使用した英語によるディスカッション, システム

機能に関する 5 件法のアンケート, インタビューの

手順で行われた. ディスカッションでは, ２グルー

プに分かれ, ４０分間, 日本の入試制度についてオ

ンラインでディスカッションを行った.  
3.2 形成的評価の結果 
	 形成的評価アンケートの平均値について貢献度表

示以外の機能に対し, 操作性について高い値を示し

た. グループ作業のしやすさに関して「お気に入り」

ボタン, 構造図の作成, 構造図の共有機能で平均値

４以上を示した. インタビュー結果より貢献度表示

については, 表示の変化が分かりづらいとの回答が

あった. これは, 貢献度表示のアルゴリズムでは短

期間では変化が顕著でないためある程度の学習期間

での使用により再検証する必要がある.  
 

4. おわりに 
本稿では CoIと SRL にもとづいて設計した統合的

な協調学習支援システムの開発とその形成的評価に

ついて報告した．今回の形成的評価ではアンケート

とインタビュー調査を中心に行った. 今後は, 実際

の発言における CoIと学習行動から SRL に関する検

証を行いたい. また, グルーバル人材育成に関連し

て異文化への態度や批判的思考についても考慮して

研究を発展したいと考える.  
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表 1 C4 の機能・モジュールと適用したフレームワーク・理論 

学習活動	 機能/モジュール名	 機能の説明	 適用したフレームワーク・理論	 

個人学習	 個人プロファイル	 個人の写真や趣味などの情報を追加できる.	 	 CoI*1(社会的存在感)	 

	 ログイン状況表示	 システムへのアクセス状況を視覚的に提示する.	 	 SRL(共同調整,	 リソース管理,	 

計画),	 CoI(社会的存在感)	 

	 Mondoくん	 ChatbotのElizaの仕組みを応用し,	 ソクラティスの問答を疑似

体験できる.	 自分の学習を批判的に捉え深化させ,	 グループ学

習の準備や,	 調査が必要な項目などを把握することができる.	 	 

批判的・論理的思考,	 CoI(認知

的存在感),	 ソクラティス問答	 

個人・協

調学習	 

貢献度表示	 各メンバのグループ学習における貢献度を示す.	 	 SRL*2(社会調整・共同調整,	 モニ

タリング,	 自己内省)	 

協調学習	 CD(Chat	 &	 

Discussion)-	 

Chat	 	 

チャットをグループメンバで行うことができる.	 絵文字が使用

可能.	 各発言に対し個別に返信ができ,	 「お気に入り」ボタン

が押せるようになっている.	 	 

CoI(社会的存在感)	 

	 CD-Map	 (構造図)作成	 構造図を作成できる機能.	 チャットの発言を批判的に読み,	 重

要な発言の関係性を視覚的に整理し分析することが可能.	 	 

批判的・論理的思考,	 CoI(認知

的存在感),	 コンセプトマップ	 

	 CD-Map	 (構造図)共有	 作成した構造図をグループ内で共有することができる.	 	 CoI(社会的存在感・認知的存在

感)	 

注：*1 探求の共同体(Community	 of	 Inquiry),	 *2 自己調整学習(Self-regulated	 Learning).	 	 
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